
2023年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL54823B27）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

タンザニア H107 助産師 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/2 ・2024/3 ・

2025/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ムベヤ州リファラル病院

3）任地（ ムベヤ州ムベヤ市 ） JICA事務所の所在地（ ダルエスサラーム市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1990年開業のリファラル病院で州内の病院から患者の照会を受けるほか、外来患者の受入も行っている。病床数は産
科46床、小児科62床、その他診療科の56床の計180床を有しているが、病院としては360床程度までの拡充を目指して
いる。診療科は産婦人科、小児科、内科、眼科、歯科、理学療法科があるほか、臨床検査部、薬局がある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

タンザニアは2019年までに5歳未満児死亡率が大幅に減少し、大きな改善がみられる一方、妊産婦死亡率はほとんど変
化がなく、母子保健サービスの改善が急務となっている。このような状況の下、JICAでは「母子保健サービスの質向上
プロジェクト」(2022-2027年)を実施しており、こうした動きに合わせてJICA海外協力隊も各地の中核病院の産婦人科
で医療サービスの向上に携わることが期待されている。同病院ではRCH(Reproductive Child Health:性と生殖、子供の
健康)部門のサービス充実を目指していきたいとのことからJICA海外協力隊の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

RCH(Reproductive Child Health:性と生殖、子供の健康)、および産後部門で同僚助産師と協力して身体への侵襲行為を
除く業務を行う。
1.産前産後に関する母親への教育、ケア。
2.予防接種に関する業務。
3.子供(0-5歳)の定期健康診断の実施。
4.5Sの視点から職場環境を向上できることがあれば、関係者と検討し実施する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

身長、体重計、施設(ベッド)等

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚(産婦人科):医師5名、助産師約50名
活動対象者:産婦人科を訪れる母子約100名/日

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スワヒリ語

6）生活使用言語

スワヒリ語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（助産師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：業務に必要なため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（15～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
タンザニア赴任後の研修でスワヒリ語を学習する予定。
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